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平成 22年度国立情報学研究所実務研修報告
一大学図書館間とNⅡ の連携強化のために

抄録 :平成 22年度に派遣された国立情報学研究所実務研修について,研修生の立場から報告する。今回の
派遣は,大学図書館間とNⅡ との連携によって学術情報流通基盤を支える上で,静岡大学としてもその連携
に貢献する目的があった。研修のプランニングは主に研修生とNII学術コンテンッ課の協議により決定し

た。研修期間の 3ヶ 月間のそれぞれの月毎にテーマを定めて,NIIコ ンテンツサービスと機関リポジトリの
連携を中心に,メ タデータによるシステム間連携の課題に取 り組んだ。研修成果として,メ タデータフオー
マットの拡張案を提示した。また,研修を通してNⅡ や他大学図書館の実態を知り,課題を解決していくた
めには大学図書館間や NIIと の更なる協同が重要であることが確認できた。

キーワード:国立情報学研究所教育研修事業,機関リポジトリ,メ タデータ,静岡大学附属図書館

章智山杉

平成 22年 7月 1日 から9月 30日 までの 3ケ 月

間,静岡大学から派遣されて日立情報学研究所 (以
下「NII」 )実務研修を受けたので,その報告と感想
を述べたい。

1.派遣の経緯
NⅡ 実務研修は,NⅡ で実施される教育研修事業
のひとつである。大学等で図書館,電子計算機及び
ネットワーク等に従事する職員を対象とした研修で

あり, 目的を「国立情報学研究所における実務を経

験することにより,高度の学術情報システムの環境
に対応しうる知識と技術を習得し,学術情報流通基
盤整備の中心的役割を担う」

Dと
している。研修期

間や研修内容について,個別に NII,派遣機関,研
修生の 3者で協議して決定することが,他の研修と
大きく異なっている。

実務研修の過去の記録をみると,平成 17年度か
ら6名の研修実績 (う ちコンテンツ系 4名 )がある
が,平成 19年度を最後に平成 21年度までの 2年間
は,研修の実績がなかったことがわかる。この背景
には,大学図書館にとって定員削減などの厳しい状
況の下で,職員を研修に派遣する余力が失われてき
ていることがあると考えられる。静岡大学において

も他大学同様に厳しい状況であるが,そのなかで今
回私が実務研修に派遣されたことは,次のような理
由がある。

電子ジャーナルコンソーシアムに代表されるよう

に,図書館が単独で学術情報流通基盤を支えるのに
は,整備や維持に限界があるため,大学図書館同士
の連携がますます重要となっている。したがって,

その中核的機能の役割を果たす大学共同利用機関の

NIIと大学図書館とが協同した枠組みのなかで,各
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大学が連携 しそれぞれの役割を発揮する必要があ

る。静岡大学は 6学部 (人文・教育・情報 。理・

工・農)のいわゆる中規模大学である。大規模大学
に比べれば,絶対的な業務キャパシティには限界が
あるが,今回の私の派遣は静岡大学附属図書館とし
て,その連携に貢献する意欲の表れでもあった。
また, このような連携は自館の発展に寄与するた

めでもある。平成 20年度に実施した静岡大学附属

図書館外部評価員会による「静岡大学附属図書館外

部評価報告書」の総評では,「まず,全ての外部評
価委員が高 く評価 しているのは,加藤館長のリー

ダーシップを基にして,的確な管理運営体制ができ
ていることである。静岡大学の将来に向けた使命と

役割を踏まえ,附属図書館としての運営理念を明確
に打ち出して,その具現化のための目標が的確に設
定されている。」

の
という評価を受けている。最後に

は「今後,館長のリーダーシップがさらに活かさ
れ,かつ,図書系職員の創意工夫を取り入れた図書
館運営がなされることを期待する。」

い
という言葉で

締めくくられている。

そして,実際に平成 20年度に公開した「静岡大
学学術リポジトリ」では,研究者の要望に基づいた
Webデザインの改良や著者がリポジトリに登録さ
れた論文にコメントを書くことができるといった機

能付加
の
を積極的に行った。また,独 自に NIIサー

ビスとの連携を中心としたナビゲーション機能の充

実をはかった'。 さらに,平成 22年度にリニューア
ルした図書館の改修では,図書館職員が利用者や大
学本部と意見交換を重ねて,「未来を拓 く静岡大

学 :ビ ジヨンと戦略」
の
に明記された学生のキャン

パスライフ充実のための図書館サービスの充実に向

けて,「グループワークのできる空間」「自由に移動
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できる椅子」「ホワイトボ姜ドの多数設置」「留学生

同士やはか0学生と交流しゃすい環境」といった学
生のニーズを実現し,ラ ーーニレグコ彎ンズ機能も取

り入れた図書館の数修を行った。

今のような由館のサービスの発展にぬけた取り縄

みのなかでなっきりしたのllt,図書館職員が情報科

学,ι購報工学などの同遷領域や他機関の動%を積極
鶉に情報収集して,現場に生か-3~麹が求めわれてい
にという道とである。NII実務研修は,図書館の戦
場とは異なる環境で畑識や企画 3立案の術を習得す

る絶好の機会でもあるといえに。

け鑢 鰺褥骰――写又プ琲≫旦≫グ

今回の私の購鰺では,事前の協議を経て「ドXXヨ
ンテンツサービスと機関リポジトリの連携」を爾鰺

テーマに設定することになっと。議国大学附属吻書

館では,電子情報担当として図書館システムや
We鶴 サイトの構築,機関リポジトリ等の業務者撻
当しているので,大学図書館とN菫 ヨンテンツ系
サービスの間の書誌情報 (メ タデ…夕)の現状の流
れ (M罐 )か ら麗なる連携を模索することにした。
みえで最初からテ…マを絞り込まずに,NXIの学術
コ≫テンツ課の仕事の一端を経験しながら,自分が

大学図書館で携わっている業務と最もコミットした

テいマを爾鰺成果に設定したかった。そこで,爾修
鶏間を毎月ごとに3つに区切に大まかなプランを立

て (魏 礁),課内で検討を行っていただき了承を得
た (5m罐 )。

LKXXXI(2◎豊l.3)

ンnl 学術コンテンッ課内検言哺^風景

屏,M鶉 靱癸蝙
7月 は学術 コンテレツ課の事業者学びながる,

テー‐‐7を絞り込む期間とした。通の時期には「学術
コンテンツ運営 饉連携本部会議」や「図書館連携作

磯諮書形づ奪WYOミ L――テイング」の覇≡窃議に関わり,d導最為

に鯖席する機会ら得た。NX蔓 と大学が連携して推進

する最先端学術情報基盤 (CSI)の コンナンツ系事

業が,どのように意志決定されている0か,なの過
程を知ら意義は大きかった。最初の 量ヶ月を通し

て,N菫Iがこれから推進しようとする事業 。tl―…ビ

スと私が一番連携でさる郡分は,「機関リポジトリ

のパタデ…夕」であ晨ことが確認できを。そこで具

体瘍な研修のターゲットを,NttX O今後のサービス

展開0とめの新メタデータフォーマットの作成に又
il‐ た検討をこ設定することとした。

3月 には,WeLと 学術情報の近未来を予想 しな
がら,NXIと 機関リガジトリの機能を発展不せるた

めの仕組みで,それを実現すにためめ技術を学ぶこ

とに重点を置く進とになった。とくに重inhed Data

の概念について,学術コンテンツサービス研究蘭発
竜ンタ時の発生のご指導な伸 ぎなが必学習 した。

懸nked Dataと は RDEと いう枠組みを層い,We愁
費源を主語と述議と園灼語の関係で記述して,機械
可読をメタデータとして表現するものである。

また,こ の間には国詢夕)のベンダーーや開発業者 ,

他機関で CSIを 推進している撻業者等,実 に多様

な方々との打ち合わ時に同庸させてい先だく機会を

得た。その席上で,私が大学図書館で取り組んてい

に機爾リポジトリソフト●SPaceの最新バーージョン

での政良事案などを説明することち幾度があった。

第二者かSの意見 。評価をふろう通とで, ■分の仕

事の意義を再発見
‐
3~■ 通とがあった。

NII学術コンテンツサービス研究関発センタ姜の

研究者と学術ヨンテレツ課職員を中悪に開われにな

IMI誅写
聰 鱚

蝙辣….文

吻 罐 大学図書館と NttIコ ンテンツ系サ S―‐ビス

平成 22年 7月 書誌情報流通の現在を知る

8月 書誌情報流通の課題を理解する

9月 書誌情報流通の今後を考える

八 嗜 研修当初のスケジュー/th(概略)

蝶⑮
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ンター会議では,NIXの サービス開発の最前線を知

ることができ,研修成果を作成する上で多くの示唆
を受けと。また「学術ポータル担当者研修Jのメタ

デー‐夕概論で講師をさそていたださ (5k口 ),メ
タデータに対する自分の知識がどのようなレベルに

あるか,ま た各機関の課題点を再確認することがで

きた。

最終月の 9月 は研修成果0ま とめとして,機関リ
ポジトリ鍮メタデ馨夕について,Linked Dataの 考

え方を取 り入れた中長期鶉な視点からみた次期

フオーマットの検言¶
^と ,現在 NIXが立ち上げようと

しているサービスに対応した現行フォーマット

(junii2)の 拡張の提案を行った (肉 な)。 この提案

は各機関リポジトリのメタデータについて,各著者
のうち機関内の研究者については著者固定のための

典拠 IDを付与し,NIXに よるハいベスト時に各著

者黎とIDを ひもづけし
~c‐

出力できにようにすにた

めの仕組離である。そうすることによって機関を越

えた研究者の名寄せを行えにようになる。そして,

現行フォーマットの拡張について,静国大学学術リ

シR鸞凩蟷鼈

・ ‡翁鶏亀攀難;‡驚響く輩峰顧懲ざ>饂畿究機曇と、考鍮斃纏‡鍮
警「穆亀哺〔す鷲懇て轟羹で参蕪轟憔i島す場合

躙 |~｀   |

黍甕攀驀I透1権難
鶏命難鴛警事挙毬憲弁で農難し摯く驚も驚|

晉 震 華 軍 言 IIII~~~‐

ポジトリを模したテスト環境を構築して,実装を試
みた。

この 9月 には研修ナ…マについての検討 。打ち合

わせ,日 録システム講習会講師や SPARC∫apan t

ミナースタッフとして何度か億大学に出張する機会

ないただいた。なの階に大学規模によって図書館が

抱えている問題が異なることを実慮した。中越ヽ規模

機関では日録,機関リポジトリ業務への人員の確保
が切実である。ひとりが複数の業務者兼れる場合も

多 く,なれぞれの仕事に多 くの時間を費やせない

が,m存のサ…ビスも維持していかなければならな
い。一方,大規模機関にとっては業務量そのちのが
多く,メ タデータ等の管理量も大きいため,データ
の政修の際にかからコス トの増大に対応しなければ

ならない。キうしたなかで全国鞠な共通した学術情

報流通基盤を作る難し碁を無った。

また,メ タデ姜タフォーーマットの変更のような各

大学図書館のシステムを改修する必要が発生する

サービスの間発については, システム価な解決にbll

えて,大学の担当者やシステムが変わっても持続灼
に運用できる仕組教を考えにことち重要である通と

を教えられた。研修のメインテ…での成果又容につ

いては,「国立情報学研究所実務研修 過去の蒻録

(http://www,ni‡ .ac.jP/hr感/ja/jitsumu/httg/in感―

ex2.html)」 に最終回の発表資料と報告書が掲載碁

れているので,そちらをご参照願いたい。

4彗 釉繹鼈けと藉郎れたは漑

成果報告は新サービス開始に向けた今後の問題や

課題点をまとめたものであり,あ くまで1つの通過

点に過ぎないと考えている。爾修修了後亀「図書館

連携作業部会 W魃」を中ァかに,学術コンテンッ課と
の打ち合わせの機会を設 l‐7ていとだき,検討に継続
鍮に参画している。

また,研修内容以外に亀,研修を通して貴重な経
験となっ走ことが多い。NIIでは日々変化する様々

な要国のながで自

“

マネジメントする仕事が多く,

与えられと業務をこなすことが多い大学図書館の現

場との質の違いを強く感じた。今して,大学図書館
以上にN菫 の事業を推進する職員の爾減には厳しい

ものがあるととも知った。

戦員が海外に懇張したり,海夕まからの来講者に対
応したりする機会が多いことにも驚いと。学術情報

に置境がないように,学術情報流通基盤の事業 。

サービスを展開していくためには,常に海外の動雖
にら国を向けなければならない。また,夕ま国もメタ

デ…夕におけに研究者砕名寄せ問題では, どうやっ

ンma ポータル担当者研修講義
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て IDを普及させていくのかといった日本と同様の

課題を抱えているのだということもわかった。大学

図書館がこのような課題に取 り組み,図書館機能を

維持発展させるには,機関を超えた図書館職員同士
の相互の連携・協力,そ して国内の学術コンテンツ

事業・サービスの核となる NIIと大学図書館との更

なる協同により, 日本の学術情報流通基盤をしっか

りと支えることが極めて重要であることを確認でき

た研修であった。

余談ではあるが,東京に勤務することで,業務時
間以外に図書館に関連するワークショップなどに個

人的に参加することもできた。これは地方に在住し

ていては難しいことである。研修内容は自分にとっ

てハー ドであったが,精神的な辛さは感 じなかっ
た。これはひとえに,NIIの 方々が研修生の私の研

修テーマを共有し,所内でいっしょに取り組む環境
を提供 くださったおかげであると考えている。

最後になるが,研修を受け入れてくださった NII
学術基盤推進部,特に学術コンテンツ課のみなさ
ま,学術コンテンツサービス研究開発センターの研
究者のみなさま,そ して実務研修生として派遣する
ことを決定してくださった静岡大学の加藤図書館長

をはじめ,期間中に業務を補ってくれた静岡大学附
属図書館のみなさんに改めて感謝申し上げたい。

LXXXXI(2011.3)
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Tomoaki SUGIYAMA
NII OJT Report in 2010 : To enhance cooperation between university libraries and NII

Abstract : The author reports on his experiences at the " on the job " training session offered by the

National Institute for Informatics (I.{II) in 2010. He went with the goal of learning to provide scholarly

information infrastructure through cooperation not only between the library and NII but also with Shizuoka

University. Most of the planning for the workshop was done collaboratively between the participants and

IrIII's Infrastructure Planning Department. They set a theme for each day of the three month period of

training such as focusing on IrtrII's contents service and collaborating with institutional repositories, but also

including issues relating to creating systems that link to metadata.

Keywords : Irlational Institute for Informatics ( Xtt ) Education and Training Program / institutional
repositories / metadata / Shizuoka University Library
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